
被爆 80 周年 

広島・長崎各県、市長と石破首相のスピーチ 
 

● 松井一實広島市長 

松井市長 平和宣言「核兵器廃絶に力を尽くす」 

https://www3.nhk.or.jp/news/html/20250806/k10014886031000.html 

 

平和宣言 

 

今から 80 年前、男女の区別もつかぬ遺体であふれかえっていたこの広島の街で、体中に

ガラスの破片が突き刺さる傷を負いながらも、自らの手により父を荼毘に付した被爆者が

いました。 

 

「死んでもいいから水を飲ませて下さい！」と声を振り絞る少女に水をあげなかったこと

を悔やみ、核兵器廃絶を叫び続けることが原爆犠牲者へのせめてもの償いだと自分に言い

聞かせる被爆者。 

 

原爆に遭っていることを理由に相手の親から結婚を反対され、独身のまま生涯を終えた被

爆者もいました。 

 

そして核兵器のない平和な世界を創るためには、たとえ自分の意見と反対の人がいてもま

ずは話をしてみることが大事であり、決してあきらめない「ネバーギブアップ」の精神を

若い世代へ伝え続けた被爆者。 

 

こうした被爆者の体験に基づく貴重な平和への思いを伝えていくことが、ますます大切に

なっています。 

 

しかしながら、米国とロシアが世界の核弾頭の約 9 割を保有し続け、またロシアによるウ

クライナ侵攻や混迷を極める中東情勢を背景に、世界中で軍備増強の動きが加速していま

す。 

 

各国の為政者の中では、こうした現状に強くとらわれ、「自国を守るためには、核兵器の

保有もやむを得ない。」という考え方が強まりつつあります。 

 

こうした事態は、国際社会が過去の悲惨な歴史から得た教訓を無にすると同時に、これま
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で築き上げてきた平和構築のための枠組みを大きく揺るがすものです。 

 

このような国家が中心となる世界情勢にあっても、私たち市民は決してあきらめることな

く、真に平和な世界の実現に向けて、核兵器廃絶への思いを市民社会の総意にしていかな

ければなりません。 

 

そのために、次代を担う若い世代には、軍事費や安全保障、さらには核兵器のあり方は、

自分たちの将来に非人道的な結末をもたらし得る課題であることを自覚していただきた

い。 

 

その上で、市民社会の総意を形成するための活動を先導し、市民レベルの取組の輪を広げ

てほしいのです。 

 

その際心に留めておくべきことは、自分よりも他者の立場を重視する考え方を優先するこ

とが大切であり、そうすることで人類は多くの混乱や紛争を解決し、現在に至っていると

いうことです。 

 

こうしたことを踏まえれば、国家は自国のことのみに専念して他国を無視してはならない

ということです。 

 

また、市民レベルの取組の輪を広げる際には、連帯が不可欠となることから、「平和文化」

の振興にもつながる文化芸術活動やスポーツを通じた交流などを活性化していくことが重

要になります。 

 

とりわけ若い世代が先導する「平和文化」の振興とは、決して難しいことではなく、例え

ば、平和をテーマとした絵の制作や音楽活動に参加する、あるいは被爆樹木の種や二世の

苗木を育てるなど、自分たちが日々の生活の中でできることを見つけ、行動することで

す。 

 

広島市は、皆さんが「平和文化」に触れることのできる場を提供し続けます。 

 

そして、被爆者を始め先人の助け合いの精神を基に創り上げられた「平和文化」が国境を

越えて広がっていけば、必ずや核抑止力に依存する為政者の政策転換を促すことになりま

す。 

 

世界中の為政者の皆さん。 



 

自国のことのみに専念する安全保障政策そのものが国と国との争いを生み出すものになっ

てはいないでしょうか。 

 

核兵器を含む軍事力の強化を進める国こそ、核兵器に依存しないための建設的な議論をす

る責任があるのではないですか。 

 

世界中の為政者の皆さん。 

 

広島を訪れ、被爆の実相を自ら確かめてください。 

 

平和を願う「ヒロシマの心」を理解し、対話を通じた信頼関係に基づく安全保障体制の構

築に向けた議論をすぐにでも開始すべきではないですか。 

 

日本政府には、唯一の戦争被爆国として、また恒久平和を念願する国民の代表として、国

際社会の分断解消に向け主導的な役割を果たしていただきたい。 

 

広島市は、世界最大の平和都市のネットワークへと発展し、更なる拡大を目指す平和首長

会議の会長都市として、世界の 8，500 を超える加盟都市と連帯し、武力の対極にある

「平和文化」を世界中に根付かせることで、為政者の政策転換を促していきます。 

 

核兵器禁止条約の締約国となることは、ノーベル平和賞を受賞した日本原水爆被害者団体

協議会を含む被爆者の願いに応え、「ヒロシマの心」を体現することにほかなりません。 

 

また、核兵器禁止条約は、機能不全に陥りかねない NPT（核兵器不拡散条約）が国際的な

核軍縮・不拡散体制の礎石として有効に機能するための後ろ盾になるはずです。 

 

是非とも来年開催される核兵器禁止条約の第 1 回再検討会議にオブザーバー参加していた

だきたい。 

 

また、核実験による放射線被害への地球規模での対応が課題となっている中、平均年齢が

86 歳を超え、心身に悪影響を及ぼす放射線により、様々な苦しみを抱える多くの被爆者の

苦悩にしっかりと寄り添い、在外被爆者を含む被爆者支援策を充実することを強く求めま

す。 

 

本日、被爆 80 周年の平和記念式典に当たり、原爆犠牲者の御霊に心から哀悼の誠を捧げ



るとともに、決意を新たに、人類の悲願である核兵器廃絶とその先にある世界恒久平和の

実現に向け、被爆地長崎、そして思いを同じくする世界の人々と共に、これからも力を尽

くすことを誓います。 

 

令和 7 年（2025 年）8 月 6 日 

 

 

● 湯崎英彦広島県知事 

https://www.youtube.com/watch?v=KZ5Y5LPqbw0 

令和７年広島市原爆死没者慰霊式並びに平和祈念式 広島県知事あいさつ 

「核兵器廃絶は、実現しなければ死も意味する現実的な目標」湯崎英彦 

(2025/08/06 08:47) 

 

 被爆 80 年目の８月６日を迎えるにあたり、原爆犠牲者の御霊に、広島県民を代表して謹

んで哀悼の誠を捧げます。そして、今なお苦しみの絶えない被爆者や御遺族の皆様に、心

からお見舞いを申し上げます。  

 

草木も生えぬと言われた７５年からはや５年、被爆から３代目の駅の開業など広島の街は

大きく変わり、世界から観光客が押し寄せ、平和と繁栄を謳歌しています。しかし同時

に、法と外交を基軸とする国際秩序は様変わりし、剥き出しの暴力が支配する世界へと変

わりつつあり、私達は今、この繁栄が如何に脆弱なものであるかを痛感しています。  

 

このような世の中だからこそ、核抑止が益々重要だと声高に叫ぶ人達がいます。しかし本

当にそうなのでしょうか。確かに、戦争をできるだけ防ぐために抑止の概念は必要かもし

れません。一方で、歴史が証明するように、ペロポネソス戦争以来古代ギリシャの昔か

ら、力の均衡による抑止は繰り返し破られてきました。なぜなら、抑止とは、あくまで頭

の中で構成された概念又は心理、つまりフィクションであり、万有引力の法則のような普

遍の物理的真理ではないからです。  

 

自信過剰な指導者の出現、突出したエゴ、高揚した民衆の圧力。あるいは誤解や錯誤によ

り抑止は破られてきました。我が国も、力の均衡では圧倒的に不利と知りながらも、自ら

太平洋戦争の端緒を切ったように、人間は必ずしも抑止論、特に核抑止論が前提とする合

理的判断が常に働くとは限らないことを、身を以て示しています。  

 

実際、核抑止も８０年間無事に守られたわけではなく、核兵器使用手続の意図的な逸脱や

核ミサイル発射拒否などにより、破綻寸前だった事例も歴史に記録されています。  

https://www.youtube.com/watch?v=KZ5Y5LPqbw0


 

国破れて山河あり。  

 

かつては抑止が破られ国が荒廃しても、再建の礎は残っていました。  

 

国守りて山河なし。  

 

もし核による抑止が、歴史が証明するようにいつか破られて核戦争になれば、人類も地球

も再生不能な惨禍に見舞われます。概念としての国家は守るが、国土も国民も復興不能な

結末が有りうる安全保障に、どんな意味があるのでしょう。 

 

 抑止力とは、武力の均衡のみを指すものではなく、ソフトパワーや外交を含む広い概念で

あるはずです。そして、仮に破れても人類が存続可能になるよう、抑止力から核という要

素を取り除かなければなりません。核抑止の維持に年間１４兆円超が投入されていると言

われていますが、その十分の一でも、核のない新たな安全保障のあり方を構築するために

頭脳と資源を集中することこそが、今我々が力を入れるべきこと方を構築するために頭脳

と資源を集中することこそが、今我々が力を入れるべきことです。  

 

核兵器廃絶は決して遠くに見上げる北極星ではありません。被爆で崩壊した瓦礫に挟まれ

身動きの取れなくなった被爆者が、暗闇の中、一筋の光に向かって一歩ずつ這い進み、最

後は抜け出して生を掴んだように、実現しなければ死も意味し得る、現実的・具体的目標

です。  

 

 諦めるな。 押し続けろ。進み続けろ。光が見えだろう。  

 そこに向かって這っていけ。※注  

 

這い出せず、あるいは苦痛の中で命を奪われた数多くの原爆犠牲者の無念を晴らすために

も、我々も決して諦めず、粘り強く、核兵器廃絶という光に向けて這い進み、人類の、地

球の生と安全を勝ち取ろうではありませんか。  

 

広島県として、核兵器廃絶への歩みを決して止めることのないことを誓い申し上げて、平

和へのメッセージといたします。  

 

令和７年８月６日 広島県知事 湯崎英彦 

 

※注 広島県知事あいさつの中で、米印（※）の部分は、平成 29（2017）年 12 月 10 日



に行われたノーベル平和賞授賞式でのサーロー節子氏のスピーチを翻訳したものです。日

本語訳は広島県による翻訳であり、英語原文の著作権はノーベル財団に帰属します。 

“Don’t give up! Keep pushing! See the light? Crawl towards it.” 著作権：THE NOBEL 

FOUNDATION, STOCKHOLM, 2017 

 

 

 

● 鈴木史朗 長崎市長 

https://www3.nhk.or.jp/news/html/20250809/k10014889511000.html 

【全文】鈴木市長「被爆の記憶 国内外に伝え続ける」平和宣言 

 

平和宣言 

 

1945 年 8 月 9 日、このまちに原子爆弾が投下されました。あの日から 80 年を迎える今、

こんな世界になってしまうと、誰が想像したでしょうか。 

 

「武力には武力を」の争いを今すぐやめてください。対立と分断の悪循環で、各地で紛争

が激化しています。このままでは、核戦争に突き進んでしまう。 

 

そんな人類存亡の危機が、地球で暮らす私たち一人ひとりに、差し迫っているのです。 

 

1982 年、国連本部で被爆者として初めて演説した故・山口仙二さんは、当時の惨状をこう

語っています。 

 

「私の周りには目の玉が飛び出したり、木ギレやガラスがつきささった人、首が半分切れ

た赤ん坊を抱きしめ泣き狂っている若いお母さん右にも左にも石ころのように死体がころ

がっていました」そして、演説の最後に、自らの傷をさらけ出しながら、世界に向けて力

強く訴えました。 

 

「私の顔や手をよく見てください。世界の人々そしてこれから生まれてくる子供たちに私

たち被爆者のような核兵器による死と苦しみを例え一人たりとも許してはならないのであ

ります」 

 

「ノー・モア・ヒロシマ ノー・モア・ナガサキ ノー・モア・ウォー ノー・モア・ヒ

バクシャ」 

 



この心の底からの叫びは、被爆者の思いの結晶そのものです。 

 

証言の力で世界を動かしてきた、被爆者たちの揺るがぬ信念、そして、その行動が評価さ

れ、昨年、日本被団協がノーベル平和賞を受賞しました。 

 

日本被団協が結成されたのは、1956 年。心と体に深い傷を負い、差別や困窮にもがき苦し

む中、「自らを救うとともに、私たちの体験をとおして人類の危機を救おう」という結成宣

言をもって、長崎で立ち上がりました。 

 

「人類は核兵器をなくすことができる」。 

 

強い希望を胸に、声を上げ続けた被爆者の姿に、多くの市民が共感し、やがて長崎に「地

球市民」という言葉が根付きました。 

 

この言葉には、人種や国境などの垣根を越え、地球という大きな一つのまちの住民とし

て、ともに平和な未来を築いていこうという思いが込められています。 

 

この「地球市民」の視点こそ、分断された世界をつなぎ直す原動力となるのではないでし

ょうか。 

 

地球市民である、世界中の皆さん。たとえ一人ひとりの力は小さくとも、それが結集すれ

ば、未来を切り拓く大きな力になります。 

 

被爆者は、行動でそう示してきました。はじめの一歩は、相手を知ることです。 

対話や交流を重ね、互いに理解し、小さな信頼を重ねていく。これは、私たち市民社会の

大きな役割です。 

 

私たちには、世界共通の言語ともいえるスポーツや芸術を通じて、また、発達した通信手

段を使って、地球規模で交流する機会が広がっています。 

 

今、長崎で、世界約 8，500 都市から成る平和首長会議の総会を開いています。市民に最

も身近な政府である自治体も絆を深め、連帯の輪を広げています。 

地球市民として、共感と信頼を積み重ね、平和をつくる力に変えていきましょう。 

 

地球市民の一員である、すべての国の指導者の皆さん。今年は、「戦争の惨禍を繰り返さな

い」という決意のもと、国連が創設されてから 80 年の節目でもあります。 



 

今こそ、その礎である国連憲章の理念に立ち返り、多国間主義や法の支配を取り戻してく

ださい。 

 

来年開催される核兵器不拡散条約再検討会議は、人類の命運を左右する正念場を迎えま

す。 

 

長崎を最後の被爆地とするためには、核兵器廃絶を実現する具体的な道筋を示すことが不

可欠です。 

 

先延ばしは、もはや許されません。唯一の戦争被爆国である日本政府に訴えます。憲法の

平和の理念と非核三原則を堅持し、一日も早く核兵器禁止条約へ署名・批准してくださ

い。 

 

そのためにも、北東アジア非核兵器地帯構想などを通じて、核抑止に頼らない安全保障政

策への転換に向け、リーダーシップを発揮してください。 

 

平均年齢が 86 歳を超えた被爆者に、残された時間は多くありません。被爆者の援護のさ

らなる充実と、未だ被爆者として認められていない被爆体験者の一刻も早い救済を強く要

請します。 

 

原子爆弾で亡くなられた方々とすべての戦争犠牲者に、心から哀悼の誠を捧げます。 

 

被爆 80 年にあたり、長崎の使命として、世界中で受け継ぐべき人類共通の遺産である被

爆の記憶を国内外に伝え続ける決意です。 

 

永遠に「長崎を最後の被爆地に」するために、地球市民の皆さんと手を携え、核兵器廃絶

と世界恒久平和の実現に力を尽くしていくことをここに宣言します。 

 

2025 年 8 月 9 日長崎市長 鈴木史朗 

 

 

https://www.pref.nagasaki.jp/bunrui/hukushi-

hoken/genbaku/kennminninorinohi/kinennsikitenn/741563.html 

 

 



● 大石賢吾長崎県知事  

https://www.pref.nagasaki.jp/bunrui/hukushi-

hoken/genbaku/kennminninorinohi/kinennsikitenn/741563.html 

被爆 80 周年長崎原爆犠牲者慰霊平和祈念式典 慰霊の詞 

 

80 年前、世界で使われた最後の原子爆弾は、この地で暮らしていた人々と街を焼き尽くし

ました。およそ 7 万 4 千人もの尊い命を奪い、そして生き残った我々人類に、決して目を

逸らすことが許されない現実を残しています。 

 

核兵器は、平和を願う多くの善良な市民の命を一方的に奪うだけでなく、生き残った者の

人生をも破壊する非人道的なものです。80 年前、ここ長崎に落とされた一発の原子爆弾に

よる記憶と苦しみは、世代を超え、今ここに生きる我々の中に消えることなく、刻まれて

います。 

 

世界中の皆様に問います。核兵器を突きつけ合って暮らすこの世界は、皆様が求めている

平和で安全な世界なのでしょうか。想像してみてください。ある日、突然放たれた核兵器

によって、かけがえのない家族や友人、そして愛する故郷が焼き尽くされ、砕かれ、二度

と元の姿に戻らなくなってしまった世界を。 

 

世界中の指導者に問います。核兵器に頼らず、平和で安全な世界を築くことは本当にでき

ないのでしょうか。ここ長崎を破壊し尽くした原子爆弾よりもはるかに強力な核兵器を突

きつけ合うことが、国民の安全を保障するため、指導者の皆様が見出せる唯一の方法なの

でしょうか。 

 

核兵器が存在する以上、長崎が最後の被爆地であり続ける保証はありません。 

今、世界中の指導者、そして我々は核兵器の存在が、私たち一人ひとりの未来を、人類の

持続可能性をも脅かす、具体的な脅威であることを、改めて強く認識しなければなりませ

ん。 

 

世界では、今なお分断が深まり、紛争が続いています。平和を願うこの時でさえ、紛争地

では無惨に命を奪い合い、関係のない人々を巻き込み、決して元には戻せない悲しみと絶

望を生み出し続けています。 

 

8 月 9 日は、長崎県民にとって原爆犠牲者を慰霊し、平和への誓いを新たにする「祈りの

日」です。 

 



「長崎を最後の被爆地に」 

 

私は、この言葉を皆で訴え、守り続けることが、平和で真に持続可能な世界を作るための

唯一の道であると信じています。 

 

あの日から 80 年。ここ長崎で消えることのない記憶は、決して人ごとではなく、いつで

も「あなた」へ起こりうる現実であり続けています。本日この式典が、世界の指導者やす

べての皆様と想いを一つにし、共に核兵器のない世界の実現に向けた一歩を踏み出すきっ

かけとなることを願ってやみません。 

 

そして、ここ長崎の地においても、様々な立場におかれた方々の切なる想いを深く受け止

め、政府におかれましては、広島で黒い雨に遭った方々と同じ事情にあった長崎の被爆体

験者につきましても、救済をお願いいたします。 

 

最後に、原爆犠牲者慰霊平和祈念式典に当たり、改めて長崎県民の皆様とともに、原爆犠

牲者の御霊に謹んで哀悼の誠を捧げ、すべての御霊の安らかならんことをお祈りし、慰霊

のことばといたします。 

 

令和 7 年 8 月 9 日 

長崎県知事 大石 賢吾 

 

 

 

● 石破茂首相 

https://www.youtube.com/watch?v=gBhI7_6eGj8 

 

＜広島＞ 

石破首相挨拶【全文】「『核兵器のない世界』に向け国際社会を主導することは、我が国の

使命」 (2025/08/06 08:59) 

広島市原爆死没者慰霊式並びに平和祈念式内閣総理大臣挨拶（案）  

 

今から八十年前の今日、一発の原子爆弾が炸裂し、十数万ともいわれる貴い命が失われま

した。一命をとりとめた方々にも、筆舌に尽くし難い苦難の日々をもたらしました。  

 

内閣総理大臣として、原子爆弾の犠牲となられた方々の御霊に対し、ここに謹んで、哀悼

の誠を捧げます。そして、今なお被爆の後遺症に苦しむ方々に、心からのお見舞いを申し

https://www.youtube.com/watch?v=gBhI7_6eGj8


上げます。  

 

二年前の九月、広島平和記念資料館を、改装後初めて訪問しました。八十年前のあの日、

立ち上るきのこ雲の下で何があったのか。焦土となり灰燼に帰した街。黒焦げになった無

辜の人々。直前まで元気に暮らしておられた方が四千度の熱線により一瞬にして影となっ

た石。犠牲者の多くは一般市民でした。人々の夢や明るい未来が瞬時に容赦なく奪われた

ことに言葉を失いました。  

 

広島、長崎にもたらされた惨禍を決して繰り返してはなりません。非核三原則を堅持しな

がら、「核兵器のない世界」に向けた国際社会の取組を主導することは、唯一の戦争被爆

国である我が国の使命です。  

 

核軍縮を巡る国際社会の分断は深まり、現下の安全保障環境は一層厳しさを増していま

す。しかし、だからこそ、国際的な核軍縮・不拡散体制の礎である核兵器不拡散条約（Ｎ

ＰＴ）体制の下、「核戦争のない世界」、そして「核兵器のない世界」の実現に向け、全力

で取り組んでまいります。  

 

来年のＮＰＴ運用検討会議に向けて、対話と協調の精神を最大限発揮するよう、各国に引

き続き強く呼びかけます。また、「ヒロシマ・アクション・プラン」に基づき、核兵器保有

国と非保有国とが共に取り組むべき具体的措置を見出すべく努力を続けます。  

 

「核兵器のない世界」の実現に向け歩みを進める上で土台となるのは、被爆の実相に対す

る正確な理解です。  

 

長年にわたり核兵器の廃絶や被爆の実相に対する理解の促進に取り組んでこられた日本原

水爆被害者団体協議会が、昨年ノーベル平和賞を受賞されたことは、極めて意義深く、改

めて敬意を表します。  

 

今、被爆者の方々の平均年齢は八十六歳を超え、国民の多くは戦争を知らない世代となり

ました。私は、広島平和記念資料館を訪問した際、この耐え難い経験と記憶を、決して風

化させることなく、世代を超えて継承しなければならないと、決意を新たにいたしまし

た。  

 

政府として、世界各国の指導者や若者に対し、広島・長崎への訪問を呼びかけ、実現に繋

げています。資料館の年間入館者は、昨年度初めて二百万人を超え、そのうち三割以上は

外国からの入館者となりました。日本だけでなく、世界の人々に被爆の実相を伝えていく



ことも、私たちの責務です。  

 

「原子爆弾被爆者に対する援護に関する法律」は、施行から三十年を迎えました。原爆症

の認定について、できる限り迅速な審査を行うなど、引き続き、高齢化が進む被爆者の

方々に寄り添いながら、保健、医療、福祉にわたる総合的な援護施策を進めてまいりま

す。  

 

結びに、ここ広島において、「核戦争のない世界」、そして「核兵器のない世界」の実現と

恒久平和の実現に向けて力を尽くすことを改めてお誓い申し上げます。原子爆弾の犠牲と

なられた方々の御霊の安らかならんこと、併せて、ご遺族、被爆者の皆様並びに参列者、

広島市民の皆様のご平安を祈念いたします。  

 

「太き骨は先生ならむ そのそばに 小さきあたまの骨 あつまれり」。公園前の緑地帯にある

「原爆犠牲国民学校教師と子どもの碑」に刻まれた、歌人・正田篠枝さんの歌を、万感の

思いを持ってかみしめ、追悼の辞といたします。  

 

令和七年八月六日 内閣総理大臣・石破茂 

 

 

＜長崎＞ 

https://www3.nhk.or.jp/news/html/20250809/k10014889541000.html 

石破首相 “長崎を最後の被爆地に” 

 

本日ここに、被爆 80 年目の長崎原爆犠牲者慰霊平和祈念式典に当たり、内閣総理大臣と

して、犠牲となられた方々の御霊に対し、謹んで哀悼の誠を捧げますとともに、今なお後

遺症に苦しんでおられる方々に、心からのお見舞いを申し上げます。 

 

今から 80 年前の今日、この街は、一発の原子爆弾により、一瞬にして一木一草もない焦

土と化しました。 

 

広島に投下されたものを上回る威力のプルトニウム型爆弾によって、7 万ともいわれる

人々の命と未来が一瞬にして奪われ、その多くは一般市民でした。 

 

惨状の中でなんとか一命をとりとめた方々も、長く健康被害に苦しまれてきました。 

 

80 年を経た現在、核軍縮を巡る国際社会の分断が深まり、極めて厳しい安全保障環境に直



面をいたしております。 

 

しかし、いかに険しい状況にあろうとも、唯一の戦争被爆国として、非核三原則を堅持し

つつ、「核戦争のない世界」、そして「核兵器のない世界」の実現に向けた国際社会の取組

を主導していくことこそが我が国の使命であり、一歩一歩、着実に努力を積み重ねます。 

 

この上で基礎となるのは、国際的な核軍縮・不拡散体制の中心となる核兵器不拡散条約で

す。 

 

来年の NPT 運用検討会議に向けて、我が国は、「ヒロシマ・アクション・プラン」に基づ

き、核兵器保有国と非保有国の双方に対し、対話と協調の精神を最大限に発揮をし、一致

団結して取り組むよう粘り強く呼びかけるとともに、現実的かつ実践的な取組を進めま

す。 

 

被爆の実相を伝えることは、核軍縮に向けたあらゆる取組の原点として極めて重要です。 

 

世界中の指導者や未来のリーダーに長崎・広島への訪問を呼びかけ、多くの方々が来訪さ

れました。 

 

昨年、長年にわたり核兵器の廃絶や被爆の実相に対する理解の促進に取り組んでこられた

日本原水爆被害者団体協議会がノーベル平和賞という栄誉ある賞を受賞されたことは、誠

に意義深く、心より敬意を表します。 

 

私は内閣総理大臣着任後、先の大戦において多くの命が奪われた硫黄島、沖縄のひめゆり

平和祈念資料館、被爆地となった広島を訪れ、本日、ここ長崎に参りました。 

 

80 年前、この国で、この地で何が起きたのか。 

 

戦争の実態と悲惨さ、原子爆弾の被害の過酷さを、決して風化させることなく、記憶とし

て継承していかなければなりません。 

 

被爆の実相の正確な理解を、世代と国を越えて、一層促進していく決意であります。 

 

高齢化の進む被爆者の方々に対し、今後とも、保健、医療、福祉にわたる総合的な援護施

策を進めてまいります。 

 



原爆症の認定について、一日も早く結果をお知らせできるよう、できる限り迅速な審査を

行うよう努めてまいります。 

 

被爆体験者の方々についても、昨年 12 月から、幅広い一般的な疾病について被爆者と同

等の医療費助成を開始をしており、引き続き着実に実施してまいります。 

 

先ほど、80 年の時空を超え二口揃ったアンジェラスの鐘が、ここ平和公園の長崎の鐘とと

もに、かつてと同じ音色を奏でました。 

 

ねがわくば、この浦上をして世界最後の原子野たらしめたまえ。 

 

長崎医科大学で被爆された故・永井隆博士が残された言葉であります。 

 

長崎と広島で起きた惨禍を二度と繰り返してはなりません。 

 

天を指す右手は原爆を示し、水平に伸ばした左手で平和を祈り、静かに閉じた瞼に犠牲者

への追悼の想いが込められた、この平和祈念像の前で、今改めてお誓い申し上げます。 

 

私たちはこれからも、「核戦争のない世界」、そして「核兵器のない世界」の実現と恒久平

和の実現に向けて力を尽くします。 

 

原子爆弾の犠牲となられた方々の御霊安らかならんこと、併せてご遺族、被爆者の皆様並

びに参列者、長崎市民の皆様方のご平安を祈念して、私の挨拶といたします。 

 

令和 7 年 8 月 9 日内閣総理大臣・石破茂 


